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一
般
会
計
は
、
29
億
４
千
955
万
３
千
円
の

追
加
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
定
額
減
税
不
足
額
給
付
金
の
対
象
者
が
当

初
の
見
込
み
を
上
回
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

　
給
付
に
要
す
る
費
用
を
増
額
す
る
た
め
の

経
費
。

・
食
料
品
な
ど
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

る
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
、
家
計
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
の
給

付
金
を
支
給
す
る
た
め
の
経
費
。

・
避
難
所
の
生
活
環
境
改
善
を
図
る
た
め
、

国
庫
補
助
金
を
活
用
し
、
災
害
用
資
機
材

を
拡
充
す
る
た
め
の
経
費
。

　
特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
お
よ

び
介
護
保
険
事
業
の
２
会
計
で
、
１
億
３
千

128
万
８
千
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
議
案

|
|
|
|
|
|
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|
|
|
|
|

　
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

条
例
議
案

◆
川
口
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
令
和
８
年
４
月
か
ら
の
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）
の
実
施

に
向
け
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、
乳
児
等

通
園
支
援
事
業
の
設
備
お
よ
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
も
の
。

◆
川
口
市
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
わ
か
ゆ

り
学
園
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
利
用
者
の
減
少
お
よ
び
民
間
事
業
者
に
よ

る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
の
設
置

状
況
を
踏
ま
え
、
わ
か
ゆ
り
学
園
に
置
く
施

設
お
よ
び
そ
の
定
員
を
見
直
す
た
め
、
必
要

な
改
正
を
行
う
も
の
。
　
・
・
・
ほ
か
９
件

契
約
議
案

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
朝
日
環
境
セ
ン
タ
ー
№
１
ご
み
ク
レ
ー
ン

ほ
か
復
旧
工
事

・
仲
町
小
学
校
改
築
工
事

・
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
及
び
神
根
西
公
民

館
改
築
工
事
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
３
件

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

・
川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
及

び
美
術
館
建
設
工
事

・
戸
塚
環
境
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
工
事

財
産
の
取
得
議
案

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
投
票
用
紙
自
動
交
付
機

・
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
Ⅱ
型
）

・
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
・
・
・
ほ
か
４
件

訴
え
の
提
起
議
案

◆
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

・
支
払
督
促
の
申
立
て

・
奨
学
資
金
貸
付
金
回
収
金
の
請
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
６
件

専
決
処
分
の
承
認
議
案

◆
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

・
令
和
６
年
度
川
口
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
４
件

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
議
案

◆
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
川
口
市
立
芝
高
木
保
育
所

・
川
口
市
立
川
口
駅
前
保
育
園

人
事
議
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◆
川
口
市
副
市
長
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
栗
原
　
明
宏
（
再
任
）

◆
川
口
市
監
査
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
西
原
信
一
郎
（
新
任
）

　
関
　
由
紀
夫

◆
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
栗
原
　
嘉
章
（
再
任
）

　
小
林
　
友
子
（
再
任
）

永
年
勤
続
議
員
表
彰

|
|
|
|
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|
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|

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
全
国
市
議
会
議
長
会
お
よ
び
埼
玉
県
市
議

会
議
長
会
か
ら
、
永
年
に
わ
た
る
地
方
自
治

の
進
展
と
市
政
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ

た
功
績
に
対
し
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◇
勤
続
10
年

　
青
山
　
聖
子
、
　
飯
塚
　
孝
行
、

　
奥
富
　
精
一
、
　
古
川
　
九
一
、

　
最
上
　
祐
次
、
　
坂
本
だ
い
す
け
、

　
碇
　
　
康
雄議

会
人
事

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

（
◎
印
は
委
員
長
、
○
印
は
副
委
員
長
、
敬

称
略
）

【
総
務
常
任
委
員
会
】

◎
青
山
　
聖
子
、
○
最
上
　
祐
次
、

　
牛
嶋
　
宏
一
、
　
古
川
　
九
一
、

　
榊
原
　
秀
忠
、
　
杉
本
　
佳
代
、

　
若
谷
　
正
巳
、
　
石
橋
　
俊
伸
、

　
碇
　
　
康
雄
、
　
松
本
　
幸
恵

【
福
祉
保
健
常
任
委
員
会
】

◎
福
森
　
悦
子
、
○
益
田
み
な
み
、

　
松
浦
　
洋
之
、
　
中
川
　
峻
一
、

　
柳
田
つ
と
む
、
　
江
袋
　
正
敬
、

　
松
本
　
　
進
、
　
坂
本
だ
い
す
け
、

　
吉
田
　
英
司
、
　
板
橋
　
博
美

【
環
境
経
済
文
教
常
任
委
員
会
】

◎
関
　
　
裕
通
、
○
幡
野
　
　
茂
、

　
松
本
　
英
利
、
　
荻
野
　
　
梓
、

　
後
藤
　
留
美
、
　
ふ
じ
し
ま
と
も
こ
、

　
菅
野
　
静
華
、
　
今
田
　
真
美
、

　
前
原
　
博
孝
、
　
稲
川
　
和
成

【
建
設
消
防
常
任
委
員
会
】

◎
舩
津
　
由
徳
、
○
芝
﨑
　
正
太
、

　
池
田
　
け
い
、
　
飯
塚
　
孝
行
、

　
奥
富
　
精
一
、
　
福
田
　
洋
子
、

　
関
　
由
紀
夫
、
　
藤
田
み
つ
ぐ
、

　
金
子
　
幸
弘
、
　
宇
田
川
好
秀

【
議
会
運
営
委
員
会
】

◎
飯
塚
　
孝
行
、
○
江
袋
　
正
敬
、

　
青
山
　
聖
子
、
　
菅
野
　
静
華
、

　
榊
原
　
秀
忠
、
　
杉
本
　
佳
代
、

　
前
原
　
博
孝
、
　
幡
野
　
　
茂
、

　
石
橋
　
俊
伸
、
　
最
上
　
祐
次
、

　
吉
田
　
英
司
、
　
稲
川
　
和
成
、

　
松
本
　
幸
恵

【
未
来
創
造
・
教
育
力
向
上
特
別
委
員
会
】

◎
稲
川
　
和
成

【
戸
田
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
企
業
団
議
会
議
員
】

　
舩
津
　
由
徳
、
　
奥
富
　
精
一
、

　
柳
田
つ
と
む
、
　
江
袋
　
正
敬
、

　
石
橋
　
俊
伸
、
　
松
本
　
　
進
、

　
坂
本
だ
い
す
け
、
　
宇
田
川
好
秀

　

所
管
事
務
調
査

|
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|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
３
月
定
例
会
で
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な

っ
て
い
ま
し
た
総
務
常
任
委
員
会
の
所
管
事

務
調
査
は
、
川
口
市
立
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
ア
ト
リ
ア
）
に
対
す
る
包
括
外
部
監
査
の

指
摘
事
項
に
つ
い
て
、
委
員
会
を
開
催
し
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
調
査
に
よ
り
、
指
摘
事
項
に
対
し
て

は
、
お
お
む
ね
適
切
に
対
応
を
完
了
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
た
と
同
時
に
、
指
摘
事

項
を
整
理
し
た
上
で
、
今
後
は
指
定
管
理
者

に
対
す
る
指
導
管
理
体
制
を
強
化
す
る
こ
と

や
、
市
と
指
定
管
理
者
相
互
に
お
い
て
理
解

と
認
識
の
共
有
に
努
め
る
こ
と
を
求
め
る
こ

と
と
し
、
本
所
管
事
務
調
査
を
終
了
し
ま
し

た
。

副 議 長　福田　洋子（65歳）
当選回数　4回
役 職 歴　福祉保健常任委員会委員長

環境経済文教常任委員会副委員長
建設消防常任委員会副委員長
監査委員

所信と報告を述べる奥ノ木市長

副
議
長
決
ま
る

予
算
・
一
般
議
案
50
件
を
議
決

総
務
常
任
委
員
会
か
ら

所
管
事
務
調
査
の
結
果
を
報
告

副
議
長
決
ま
る

予
算
・
一
般
議
案
50
件
を
議
決

総
務
常
任
委
員
会
か
ら

所
管
事
務
調
査
の
結
果
を
報
告

６月市議会定例会
　
令
和
７
年
第
２
回
（
６
月
）
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
２
日
か
ら
25
日
ま
で
の
24
日
間
に
わ

た
り
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
追
加
議
案
を
含
め
、
予
算
議

案
４
件
、
条
例
議
案
な
ど
の
一
般
議
案
46
件
の
合
計
50
件
で
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
定
例
会
に
お
い
て
副
議
長
が
選
出
さ
れ
た
と
と
も
に
、
任
期
満
了
に
伴
う
副
市
長

の
選
任
議
案
は
、
現
職
の
栗
原
明
宏
氏
を
再
任
す
る
こ
と
で
同
意
さ
れ
た
ほ
か
、
各
常
任
委
員

会
な
ら
び
に
議
会
運
営
委
員
会
の
正
副
委
員
長
お
よ
び
委
員
の
改
選
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

埼
玉
県
議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

県
議
会
広
報
番
組

「
こ
ん
に
ち
は
県
議
会
で
す
」

テ
レ
ビ
埼
玉(

地
デ
ジ
３
ch)

に
て
放
送
中

※

詳
細
は
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

本
会
議
の
様
子
が

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ア
ク
セ
ス
を
。

問い合わせ…議会事務局　i048-257-1405
k048-257-5500

問い合わせ…防犯対策室　i048-242-6361　k048-258-1160
　　　　　　川口警察署　i048-253-0110　武南警察署　i048-286-0110

大切な自転車・オートバイには愛錠（情）を！！
市内では自転車やオートバイなどの盗難被害が多発しています。令和7年1月から6月までに、市内で盗難被害に
遭った自転車の約62％が無施錠でした。さらに、盗まれたオートバイに至っては85％がエンジンキーを抜い
ていたにもかかわらず被害に遭っていました。

令和7年1～6月 自転車の盗難被害割合*
642件中 400件（62％）が無施錠

242件（38％）が施錠有り

無施錠も
意外に多い

令和7年1～6月 オートバイの盗難被害割合*
111件中 94件（85％）がキー抜き

  17件（15％）がキー挿しっ放し

キーを抜いていても
盗まれています

短時間でも
「自転車は鍵を掛ける」、

「オートバイはU字ロックをする」
が、防犯効果の高い
対策だにゃん！

○盗むのに時間がかかる場合は狙われにくい傾向にあります。
○二重ロック・Ｕ字ロックで、被害防止対策をしましょう。

犯人は、手軽に盗むことができる自転車やオートバイを狙います

武南警察署交通課
マスコット

「ぶにゃんくん」

オートバイなどで使用される鋼鉄などでできて
いる強靭な錠。鍵以外で解錠するためには、専用
の工具が必要で、相当な時間がかかるきゅぽ。

オートバイは
U字ロックで！

自転車で主に使用される金属ワイヤーの
錠。比較的安価なため2つ以上施錠をする
と、盗まれる確率はさらに減るきゅぽ。

自転車はワイヤー
ロックで二重ロック！

＊武南警察署調べ
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一
般
会
計
は
、
29
億
４
千
955
万
３
千
円
の

追
加
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
定
額
減
税
不
足
額
給
付
金
の
対
象
者
が
当

初
の
見
込
み
を
上
回
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

　
給
付
に
要
す
る
費
用
を
増
額
す
る
た
め
の

経
費
。

・
食
料
品
な
ど
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

る
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
、
家
計
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
の
給

付
金
を
支
給
す
る
た
め
の
経
費
。

・
避
難
所
の
生
活
環
境
改
善
を
図
る
た
め
、

国
庫
補
助
金
を
活
用
し
、
災
害
用
資
機
材

を
拡
充
す
る
た
め
の
経
費
。

　
特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
お
よ

び
介
護
保
険
事
業
の
２
会
計
で
、
１
億
３
千

128
万
８
千
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

一
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主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

条
例
議
案

◆
川
口
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
令
和
８
年
４
月
か
ら
の
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）
の
実
施

に
向
け
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、
乳
児
等

通
園
支
援
事
業
の
設
備
お
よ
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
も
の
。

◆
川
口
市
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
わ
か
ゆ

り
学
園
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
利
用
者
の
減
少
お
よ
び
民
間
事
業
者
に
よ

る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
の
設
置

状
況
を
踏
ま
え
、
わ
か
ゆ
り
学
園
に
置
く
施

設
お
よ
び
そ
の
定
員
を
見
直
す
た
め
、
必
要

な
改
正
を
行
う
も
の
。
　
・
・
・
ほ
か
９
件

契
約
議
案

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
朝
日
環
境
セ
ン
タ
ー
№
１
ご
み
ク
レ
ー
ン

ほ
か
復
旧
工
事

・
仲
町
小
学
校
改
築
工
事

・
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
及
び
神
根
西
公
民

館
改
築
工
事
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
３
件

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

・
川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
及

び
美
術
館
建
設
工
事

・
戸
塚
環
境
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
工
事

財
産
の
取
得
議
案

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
投
票
用
紙
自
動
交
付
機

・
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
Ⅱ
型
）

・
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
・
・
・
ほ
か
４
件

訴
え
の
提
起
議
案

◆
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

・
支
払
督
促
の
申
立
て

・
奨
学
資
金
貸
付
金
回
収
金
の
請
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
６
件

専
決
処
分
の
承
認
議
案

◆
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

・
令
和
６
年
度
川
口
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
４
件

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
議
案

◆
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
川
口
市
立
芝
高
木
保
育
所

・
川
口
市
立
川
口
駅
前
保
育
園

人
事
議
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◆
川
口
市
副
市
長
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
栗
原
　
明
宏
（
再
任
）

◆
川
口
市
監
査
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
西
原
信
一
郎
（
新
任
）

　
関
　
由
紀
夫

◆
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
栗
原
　
嘉
章
（
再
任
）

　
小
林
　
友
子
（
再
任
）

永
年
勤
続
議
員
表
彰

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
全
国
市
議
会
議
長
会
お
よ
び
埼
玉
県
市
議

会
議
長
会
か
ら
、
永
年
に
わ
た
る
地
方
自
治

の
進
展
と
市
政
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ

た
功
績
に
対
し
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◇
勤
続
10
年

　
青
山
　
聖
子
、
　
飯
塚
　
孝
行
、

　
奥
富
　
精
一
、
　
古
川
　
九
一
、

　
最
上
　
祐
次
、
　
坂
本
だ
い
す
け
、

　
碇
　
　
康
雄議

会
人
事

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

（
◎
印
は
委
員
長
、
○
印
は
副
委
員
長
、
敬

称
略
）

【
総
務
常
任
委
員
会
】

◎
青
山
　
聖
子
、
○
最
上
　
祐
次
、

　
牛
嶋
　
宏
一
、
　
古
川
　
九
一
、

　
榊
原
　
秀
忠
、
　
杉
本
　
佳
代
、

　
若
谷
　
正
巳
、
　
石
橋
　
俊
伸
、

　
碇
　
　
康
雄
、
　
松
本
　
幸
恵

【
福
祉
保
健
常
任
委
員
会
】

◎
福
森
　
悦
子
、
○
益
田
み
な
み
、

　
松
浦
　
洋
之
、
　
中
川
　
峻
一
、

　
柳
田
つ
と
む
、
　
江
袋
　
正
敬
、

　
松
本
　
　
進
、
　
坂
本
だ
い
す
け
、

　
吉
田
　
英
司
、
　
板
橋
　
博
美

【
環
境
経
済
文
教
常
任
委
員
会
】

◎
関
　
　
裕
通
、
○
幡
野
　
　
茂
、

　
松
本
　
英
利
、
　
荻
野
　
　
梓
、

　
後
藤
　
留
美
、
　
ふ
じ
し
ま
と
も
こ
、

　
菅
野
　
静
華
、
　
今
田
　
真
美
、

　
前
原
　
博
孝
、
　
稲
川
　
和
成

【
建
設
消
防
常
任
委
員
会
】

◎
舩
津
　
由
徳
、
○
芝
﨑
　
正
太
、

　
池
田
　
け
い
、
　
飯
塚
　
孝
行
、

　
奥
富
　
精
一
、
　
福
田
　
洋
子
、

　
関
　
由
紀
夫
、
　
藤
田
み
つ
ぐ
、

　
金
子
　
幸
弘
、
　
宇
田
川
好
秀

【
議
会
運
営
委
員
会
】

◎
飯
塚
　
孝
行
、
○
江
袋
　
正
敬
、

　
青
山
　
聖
子
、
　
菅
野
　
静
華
、

　
榊
原
　
秀
忠
、
　
杉
本
　
佳
代
、

　
前
原
　
博
孝
、
　
幡
野
　
　
茂
、

　
石
橋
　
俊
伸
、
　
最
上
　
祐
次
、

　
吉
田
　
英
司
、
　
稲
川
　
和
成
、

　
松
本
　
幸
恵

【
未
来
創
造
・
教
育
力
向
上
特
別
委
員
会
】

◎
稲
川
　
和
成

【
戸
田
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
企
業
団
議
会
議
員
】

　
舩
津
　
由
徳
、
　
奥
富
　
精
一
、

　
柳
田
つ
と
む
、
　
江
袋
　
正
敬
、

　
石
橋
　
俊
伸
、
　
松
本
　
　
進
、

　
坂
本
だ
い
す
け
、
　
宇
田
川
好
秀

　

所
管
事
務
調
査

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
３
月
定
例
会
で
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な

っ
て
い
ま
し
た
総
務
常
任
委
員
会
の
所
管
事

務
調
査
は
、
川
口
市
立
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
ア
ト
リ
ア
）
に
対
す
る
包
括
外
部
監
査
の

指
摘
事
項
に
つ
い
て
、
委
員
会
を
開
催
し
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
調
査
に
よ
り
、
指
摘
事
項
に
対
し
て

は
、
お
お
む
ね
適
切
に
対
応
を
完
了
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
た
と
同
時
に
、
指
摘
事

項
を
整
理
し
た
上
で
、
今
後
は
指
定
管
理
者

に
対
す
る
指
導
管
理
体
制
を
強
化
す
る
こ
と

や
、
市
と
指
定
管
理
者
相
互
に
お
い
て
理
解

と
認
識
の
共
有
に
努
め
る
こ
と
を
求
め
る
こ

と
と
し
、
本
所
管
事
務
調
査
を
終
了
し
ま
し

た
。

副 議 長　福田　洋子（65歳）
当選回数　4回
役 職 歴　福祉保健常任委員会委員長

環境経済文教常任委員会副委員長
建設消防常任委員会副委員長
監査委員

所信と報告を述べる奥ノ木市長

副
議
長
決
ま
る

予
算
・
一
般
議
案
50
件
を
議
決

総
務
常
任
委
員
会
か
ら

所
管
事
務
調
査
の
結
果
を
報
告

副
議
長
決
ま
る

予
算
・
一
般
議
案
50
件
を
議
決

総
務
常
任
委
員
会
か
ら

所
管
事
務
調
査
の
結
果
を
報
告

６月市議会定例会
　
令
和
７
年
第
２
回
（
６
月
）
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
２
日
か
ら
25
日
ま
で
の
24
日
間
に
わ

た
り
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
追
加
議
案
を
含
め
、
予
算
議

案
４
件
、
条
例
議
案
な
ど
の
一
般
議
案
46
件
の
合
計
50
件
で
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
定
例
会
に
お
い
て
副
議
長
が
選
出
さ
れ
た
と
と
も
に
、
任
期
満
了
に
伴
う
副
市
長

の
選
任
議
案
は
、
現
職
の
栗
原
明
宏
氏
を
再
任
す
る
こ
と
で
同
意
さ
れ
た
ほ
か
、
各
常
任
委
員

会
な
ら
び
に
議
会
運
営
委
員
会
の
正
副
委
員
長
お
よ
び
委
員
の
改
選
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

埼
玉
県
議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

県
議
会
広
報
番
組

「
こ
ん
に
ち
は
県
議
会
で
す
」

テ
レ
ビ
埼
玉(

地
デ
ジ
３
ch)

に
て
放
送
中

※

詳
細
は
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

本
会
議
の
様
子
が

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ア
ク
セ
ス
を
。

問い合わせ…議会事務局　i048-257-1405
k048-257-5500

問い合わせ…防犯対策室　i048-242-6361　k048-258-1160
　　　　　　川口警察署　i048-253-0110　武南警察署　i048-286-0110

大切な自転車・オートバイには愛錠（情）を！！
市内では自転車やオートバイなどの盗難被害が多発しています。令和7年1月から6月までに、市内で盗難被害に
遭った自転車の約62％が無施錠でした。さらに、盗まれたオートバイに至っては85％がエンジンキーを抜い
ていたにもかかわらず被害に遭っていました。

令和7年1～6月 自転車の盗難被害割合*
642件中 400件（62％）が無施錠

242件（38％）が施錠有り

無施錠も
意外に多い

令和7年1～6月 オートバイの盗難被害割合*
111件中 94件（85％）がキー抜き

  17件（15％）がキー挿しっ放し

キーを抜いていても
盗まれています

短時間でも
「自転車は鍵を掛ける」、

「オートバイはU字ロックをする」
が、防犯効果の高い
対策だにゃん！

○盗むのに時間がかかる場合は狙われにくい傾向にあります。
○二重ロック・Ｕ字ロックで、被害防止対策をしましょう。

犯人は、手軽に盗むことができる自転車やオートバイを狙います

武南警察署交通課
マスコット

「ぶにゃんくん」

オートバイなどで使用される鋼鉄などでできて
いる強靭な錠。鍵以外で解錠するためには、専用
の工具が必要で、相当な時間がかかるきゅぽ。

オートバイは
U字ロックで！

自転車で主に使用される金属ワイヤーの
錠。比較的安価なため2つ以上施錠をする
と、盗まれる確率はさらに減るきゅぽ。

自転車はワイヤー
ロックで二重ロック！

＊武南警察署調べ


